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１．はじめに 

鋼橋の耐久性を支配する主要な劣化要因は，腐食と疲

労である．したがって，腐食と疲労さえコントロールで

きれば，鋼橋の耐久性を確保することは容易となる．通

常，鋼橋では塗装等の適切な防錆対策がなされることか

ら，腐食の影響は，腐食を受けた後の鋼部材の疲労強度

で評価できると考えられる． 

既報では，余部橋梁の撤去桁から切り出した試験体を

用いて疲労試験を行い，100 年近く塩害環境下で使用さ

れた鋼桁の疲労挙動を検討した¹＇²⁾．本報では，ガセ

ット継手と添接部を有する主桁上フランジ付近から切

り出した試験体を用いて疲労試験を行い，疲労挙動を検

討した． 

２．方法 

(1)試験体と載荷方法 

図-1 に試験体の形状と寸法，載荷方法を示す．試験体

はガセット継手と添接部を有する 11 連目中央部海側桁

上部から採取した．試験体では下フランジとして使用す

るために，上フランジを新たに溶接によって取り付けた．

なお，試験体の寸法と載荷方法は全報と同様である²⁾． 

図-2 に添接部の板組状況を示す．板継ぎ部は 1 断面に

重ならないように3断面に分散され，添接部材で上下か

らフランジをはさみこんでいる． 

 (2)腐食状況調査方法 

 フランジ縁部ではキャリパーを用いて残存フランジ

厚を計測し，型取りゲージを用いて表面形状の計測を行

った． 

(3)静的載荷試験方法  

ひずみゲージは下フランジ下面に公称応力用に 18 枚，

局部応力用にリベット近傍に 53 枚貼り付けた．荷重範

囲は各載荷点ごとに100kN（合計200kN）とした． 

(4)疲労試験方法 

疲労試験は静的載荷試験と同様の載荷条件で行い，最

小荷重を10kN（合計20kN）として荷重範囲180kN（合計

260kN）を載荷した．疲労試験中は適宜試験機を停止し，

目視やMTにより亀裂の検出を試みた． 

３．試験結果 

(1)腐食状況 

図-4 にフランジ厚測定結果，写真-1 にガセット取り付

け部の腐食状況を示す．フランジ縁部に腐食による断面

欠損部がいくつか確認された．  

 (2)静的載荷試験 

図-5 にゲージ貼り付け位置と下フランジ下面の長手

方向応力の分布を示す．測定値は板継ぎ部や添接部でば

らつきがみられ，起点側板継ぎ部では公称応力の約3.8

倍となる最大局部応力が計測された． 

(3)疲労試験結果 

図-6 に亀裂発生位置を示す．亀裂①は載荷回数110万

回時点で終点側板継ぎ部近傍のリベット孔から長さ

19mm の状態で発見された．亀裂②は載荷回数 235 万回

図-1 試験体の形状と寸法，載荷方法 
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時点で終点側板継ぎ部近傍のリベット孔 2 ヵ所から長

さ380mm 程度でほぼ破断した状態で発見された．亀裂③

は載荷回数 253 万回時点で起点側添接板端部近傍の腐

食部から発生し長さ 48mm まで進展した状態で発見され

た．  

４．まとめ 

(1)フランジ縁部でいくつか腐食による断面欠損部が確

認された． 

(2)板継ぎ部周辺や断面変化部では，公称応力の 3.8 倍程

度の最大局部応力が計測された． 

(3)疲労亀裂は板継ぎ部近傍のリベット孔で 3 ヵ所，添

接部端部近傍の腐食部で 1 ヵ所発生した． 
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図-2 下フランジ添接部の板組状況 
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図-4 残存フランジ厚測定結果 

 

 
写真-1 ガセット取り付け部の腐食状況(e-e 断面) 
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図-5 ゲージ貼り付け位置と下フランジ下面の長手方向

応力の分布 

 
図-6 亀裂発生位置 
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